
一

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
支
援

官
民
が
被
災
地
の
支
援

を
本
格
化
し
て
い
る
。

　
＆
Ｓ
＆
Ｉ
Ｓ
‐

Ｓ

～
　
ｒ
=
　
　
Ｉ
Ｓ
　
．
Ｉ

国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ

Ｍ
ｎ
Ａ
」
（
岡
山
市
）
は
1
5

―
―
―
―
Ｉ
Ｉ

再
開
や
心
の
ケ
ア
な
ど
に

あ
た
っ
た
。

　
真
宗
大
谷
沢
の
本
山
・

東
本
願
寺
（
京
都
市
王
京

一
区
）
は
1
5
目
、
被
災
者
に

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
飲

　
料
水
な
ど
を
送
っ
た
。
週

　
難
所
と
な
っ
て
い
る
県
内

　
の
寺
院
な
ど
で
分
配
す
る

　
と
い
う
。
職
員
５
人
も
派

　
週
し
、
現
地
で
約
１
週
間

一
が
れ
き
撤
去
な
ど
に
携
わ

ぴ
お
う
　
．
．
｜
．
：
ｊ
．
．
．
、
．
．
ニ
．

廟
（
京
都
市
東
山
区
）

る
。
東
本
願
寺
や
大
谷
祖

っ
た
。
福
岡
市
で
医
師
土
に
は
救
援
金
箱
を
設
け
、

人
が
合
流
す
る
と
い
う
。

　
兵
庫
県
教
委
は
1
6
日
、

被
災
し
た
学
校
を
教
職
員

日
、
災
害
支
援
協
定
を
結
」
が
支
援
す
る
「
震
災
・
学

浪
岡
山
県
総
社
市
と
合
同

J

チ
ー
ム
を
熊
本
県
益
城
町

に
派
遣
し
た
。
看
護
師
や

市
職
員
ら
計
７
人
が
、
避
・

難
所
に
届
け
る
医
療
用
品

校
支
援
チ
ー
ム
（
Ｅ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｈ
）
」
か
ら
３
人
を
派

遣
す
る
。
チ
ー
ム
は
阪
神

大
震
災
後
の
２
０
０
０
年

４
月
に
設
立
さ
れ
、
東
日

本
大
震
災
後
の
被
災
地
で

と
共
に
車
で
現
地
へ
向
か
七
学
校
教
育
活
動
の
早
期

参
拝
客
に
協
力
を
呼
び
か
」
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一
け
て
い
る
。

- ･ 一 一

　
中
国
管
区
警
察
局
は
1
5

日
未
明
、
広
島
、
鳥
取
、
島

根
、
岡
山
、
山
口
の
５
県
警
一

の
広
域
緊
急
援
助
隊
な
ど

の
計
２
４
０
人
を
派
尹

し
、
救
助
活
動
に
あ
た
っ

て
い
る
。
中
国
地
方
整
備

局
は
午
前
３
時
ご
ろ
、
繁
一

急
災
害
対
策
派
遣
隊
の
先
一

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
－

遣
班
８
人
が
九
州
地
整
こ’

ひ
’

向
け
て
出
発
、
広
島
市
消

防
局
も
消
防
庁
か
ら
の
要

請
に
基
づ
き
緊
急
消
防
援

助
隊
５
人
を
派
遣
し
た
。

　
兵
庫
県
芦
屋
市
は
1
9
～

2
2
目
、
が
れ
き
撤
去
作
業

な
ど
に
あ
た
る
職
員
５
人

を
派
遣
す
る
。
阪
神
大
震

災
時
、
熊
本
市
か
ら
支
援

を
受
け
て
お
り
、
担
当
者

は
「
恩
返
し
を
し
た
い
」
と

し
て
い
る
。
大
阪
市
も
、

「
2
1
大
都
市
」
の
災
害
時
相

互
応
援
協
定
に
基
づ
き
、

建
設
局
職
員
４
人
を
熊
本

市
に
派
遣
し
た
。
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